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(2) 広報うおづ平成元年 3月

所得税の申告は3月15固まで市県民税

申
告
書
の
提
出
期
限
は

3
月
日
日

で
す
。
ま
だ
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方

は
早
め
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵

送
で
も
結
構
で
す
。

申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

が
申
告
を
し
な
い
と
か
、
必
要
な
事

項
が
記
入
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

所
得
証
明
書
等
が
発
行
し
て
も
ら
え

な
か
っ
た
り
、
各
種
控
除
額
の
計
算

が
で
き
な
い
た
め
余
分
な
税
金
を
納

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
納
得
の
い

く
税
金
が
納
め
ら
れ
る
よ
う
正
し
い

申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
に
必
要
な
も
の

• 

①
申
告
書
用
紙

②
印
鑑

③
一
年
間
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

(
源
泉
徴
収
票
・給
与
支
払
明
細
書
、

営
業
の
売
上
・仕
入
明
細
書
な
ど
)

④
医
療
費
控
除

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
明
細
書

⑤
生
命
保
険
料
・
損
害
保
険
料
控
除

支
払
っ
た
保
険
料
の
-
証
明
書

⑥
雑
損
控
除

被
害
を
受
け
た
住
宅
家
財
の
控
除

に
関
す
る
明
細
書

・
領
収
書
な
ど

⑦
住
宅
取
得
特
別
控
除

登
記
簿
謄
本

・
住
民
票
の
写
し

・

売
買
契
約
書

・
借
入
金
の
年
末
残

高
証
明
書

。
所
得
の
な
か
っ
た
方
や
学
生
等
申

告
を
し
な
く
て
も
よ
い
方
で
も
、
そ

の
旨
記
入
の
う
え
市
税
務
課
へ
お
返
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差別し出 -11狩j;指
はの
3廃
月車
末や
ま
で

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月

1
日

現
在
の
所
有
者
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
税
は
、
年
度

途
中
で
異
動
が
あ
っ

て
も
、
新
た
に
課
税

さ
れ
た
り
還
付
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
車
を
廃
車
や
譲

渡
な
ど
さ
れ
て
い
る

と
き
、
ま
た
車
を
所

有
し
た
ま
ま
市
外
へ

住
所
を
変
更
さ
れ
た

と
き
は
、
必
ず
3
月

白
日
ま
で
に
手
続
き

マ
と

3
月
お
日
(
木
)
凶
時

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
民
会
館

マ

主

催

魚

津

税

務

署

※
駐
車
場
が
狭
い
の
で
、
車
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

車 種 手 続 き 場 所

原付バイク 市役所税務課

(1 25c.cまで) 宮 22-2200 

小型特殊自動車 内線 131

ノ〈 イ ク

( 125c.cを
富山陸運支局

超えるもの)
宮 (0764)23-6618 

軽 四 輪
富山県軽自動車協会

合 (0764)24 -6420 

市
税
の
納
税
は

便
利
な
口
座
振
替
で

市
税
の
口
座
振
替
は
、
現
在

ま
で
約
印
%
の
方
が
ご
利
用
に

な
っ
て
い
ま
す
。
手
軽
で
便
利

か
つ
安
全

・
確
実
で
す
。
ぜ
ひ

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
、
市
内
の
取
引
き
の

金
融
機
関
へ
預
金
通
帳
と
届
出

印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

察固
課喜{
~M 襲五己

~I資
足喜産
a臥 5税の霧
縦
覧

平
成
元
年
度
の
固
定
資
産
税
課
税

の
基
礎
と
な
る
課
税
台
帳
を
、
つ
ぎ

の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。
固
定
資
産

(
土
地

・
家
屋

・
償
却
資
産
)
が
、

ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る
か
を

知
る
よ
い
機
会
で
す
。
ど
う
ぞ
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。
ご
不
審
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
係
員
に
遠
慮
な
く
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

期
間

「

3
月

1
日(水
)
1
3
月
初
日
(
月
二

一
午
前
8
時
初
分

i
午
後
5
時

一

一
ま
で
。
た
だ
し
、
土
曜
日
は

一

戸
正
午
ま
で
。
日
曜
日
は
除
く
。
」

場
所市

役
所
税
務
課
資
産
税
係



タ
イ
国
の
チ
ェ
ン
マ
イ
市
と
友
好

親
善
を
は
か
る
た
め
、
清
河
市
長
な

ら
び
に
伊
藤
市
議
会
議
長
な
ど
九
名

が、

1
月
白
日
か
ら
2
月
8
日
ま
で

の
日
程
で
タ
イ
国
を
訪
問
し
ま
し
た
。

チ
ェ
ン

マ
イ
市
と
は
、
魚
津
市
の

「
北
陸
セ
ラ
ミ

ッ
ク
」
が
、
昨
年
、
岡

市
に
隣
接
す
る
ラ
ン
プ
|
ン
工
業
団

地
に
工
場
建
設
を
計
画
し
た
の
が
き

っ
か
け
と
な
り
、
友
好
親
善
の
話
が

す
す
み
、
フ
ラ

コ
ン
・
タ
ン
ト
ラ
ノ

ン
ト
市
長
か
ら
2
月
初
旬
に
行
わ
れ

る
「
フ
ラ
ワ
ー

-
カ
ー

ニ
バ
ル
」
に
招

平成元年 3月広報うおづ(3) 

待
を
受
け
て
い
た
も
の
で
す
。

一
行
は
、
2
月
3
日
に
は
チ
ェ
ン

マ
イ
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
市
を

あ
げ
て
の
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
産
業

・
文
化

・
教
育

・

観
光
な
ど
の
施
設
や
建
設
中
の
進
出

工
場
も
視
察
し
ま
し
た
。
ま
た
、
岡

市
関
係
者
と
も
懇
談
し
、
交
流
の
輪

を
広
め
て
き
ま
し
た
。

チ
ェ
ン
マ
イ
市
は
、
チ
ェ
ン
マ
イ

県
の
県
庁
所
在
地
(
人
口
十
六
万
人
)

で
あ
り
、
ま
た
北
部
地
区
十
七
県
の

チェンマイ市議場で、フラコン・タントラノント市長

から記念品を受ける。

行
政

・
経
済

・
産
業

・

学
術

・
文
化
の
中
心
地

と
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
市
は
、
ラ
ン
ナ
ー

タ
イ
王
国
の
王
都
と
し

て
七
百
年
近
い
歴
史
を

~

有
し
、
都
城
を
囲
む
壁

と
堀
や
都
城
の
内
外
に

残
る
古
寺
は
、
古
都
の

面
影
を
今
に
伝
え
て
お

り
ま
す
。

お
知
ら
せ

中央公園でピク.ンの木の記念植樹

-
中
学

校

(
東
部

・
西
部
)

3
月
げ
日
(
金
)

・
小
学

校

(
大
町

・
住
吉

・

上
中
島

・
松
倉

・
上
野
方

・

本
江

・
片
員

・
吉
島

・道
下

・

経
団

・
坪
野

・
西
布
施
)

3
月
日
日
(
土
)

(村
木
)

3

月
却
日
(
月
)

・
幼
稚
園

(
大
町

・
経
団
)

3
月
幻
日
(水
)

会
場
は
、
各
小

・
中
学
校

・
幼
稚

園
で
す
。

た
だ
し
、
村
木
小
学
校
の

み
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
。

一一入
学
式

l
除
、

の
お
知
応
戦

1

八

園

式

タ

州
司

小
学
校

4
月
6
日
(
木
)

受
付

片
員
小
学
校
は、

午
前
8
時
初
分

そ
の
他
の
小
学
校
は
、

午
前
9
時

開

式

午

前

9
時
却
分

小
学
校
の
新
入
学
児
童

(昭
和
町
年
4
月
2
日
か
ら

昭
和
田
年
4
月
1
日
生
)

中
学
校

4
月
7
日
(
金
)

開 受
式付

午
前
8
時

午
前
9
時

幼
稚
園

(大
町
経
由
)

4
月
8
日
(
土
)

受
付

午

前

9
時
初
分

開

式

午

前

日

時

会
場
は
、
各
小

・
中
学
校

・
幼
稚

園
で
す
。

0
間
合
わ
せ
先

魚
津
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

告
②
2
2
0
0

内
線
制



(4) 

北
陸
新
幹
線
は
、
整
備
計
画
で
は
、

将
来
大
阪
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

現
在
、
測
量
や
調
査
な
ど
準
備
の
済

ん
で
い
る
高
崎

・
小
松
間
だ
け
で
も

建
設
費
は
、
一
兆
四
千
億
円
と
巨
額

で
す
の
で
、
一
挙
に
建
設
に
踏
み
切

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、

広報うおづ

平
成
元
年
度
の
政
府
予
算
で
、

北
陸
新
幹
線
の
建
設
の
ス
タ
ー

ト
が
決
ま
り
ま
し
た
。

平成元年 3月

北
陸
新
幹
線
は
、
昭
和
必
年
に
整

備
計
画
が
決
定
さ
れ
て
以
来
、
工
事

の
実
施
に
必
要
な
測
量
や
地
質
調
査

に
入
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
経
済
低

成
長
時
代
に
入
り
、
国
の
財
政
再
建

や
国
鉄
改
革
な
ど
も
あ
っ
て
、
工
事

の
着
工
は
見
合
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
問
、
北
陸
新
幹
線
の
沿
線
県

は
、
早
期
建
設
を
求
め
て
粘
り
強
く

運
動
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

努
力
が
実
り
、
今
回
、
北
陸
新
幹
線

の
高
崎
・軽
井
沢
聞
の
本
格
着
工
と
、

金
沢

・
高
岡
聞
の
加
越
ト
ン
ネ
ル
の

工
事
着
手
が
決
ま
っ
た
も
の
で
す
。

以
下
、
今
回
決
定
さ
れ
た
北
陸
新

幹
線
の
建
設
の
進
め
方
に
つ
い
て
述

べ
ま
す
。

高
崎

・
軽
井
沢
、
金
沢

・
高
岡
と
い

っ
た
区
間
を
設
け
、
工
事
を
進
め
る

方
式
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
運
輸
省

は
、
こ
れ
を
「
段
階
施
工
方
式
」
と

名
付
け
て
い
ま
す
。

い
わ
ば
、
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ご
と
に
供
用
区
間
を

順
次
延
ば
し
て
い
く
、
高
速
道
路
を

モ
デ
ル
に
し
た
建
設
方
式
で
す
。

今
回
、
決
ま
っ
た
工
事
計
画
区
間

は
、
左
図
の
と
お
り
で
す
。

こ
の
う
ち
、
魚
津

・
高
岡
聞
が
抜

け
て
お
り
ま
す
が
、
計
画
区
間
工
事

の
進
捗
状
況
を
み
て
、

5
年
後
に
見

直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
新
幹
線
は
、
全
線
の

工
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
(
上
越
新
幹

線
の
場
合
、
工
事
が
始
ま
っ
て
か
ら

ロ
年
後
)
新
幹
線
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

こ
の
方
式
で
す
と
、
あ
る
区
聞
の
工

事
が
終
了
し
て
も
、
全
線
整
備
ま
で

は
利
用
出
来
ま
せ
ん
。
「
段
階
施
工

方
式
」
は、

「利
用
し
な
が
ら
建
設

を
進
め
る
」
の
が
特
徴
で
す
。

今
回
の
計
画
で
は
、
金
沢

・
高
岡

聞
と
魚
津

・
糸
魚
川
聞
は
、当
面
は
、

在
来
線
の
特
急
(ス
ー
パ
ー
特
急
)
に

利
用
さ
せ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

上
越
新
幹
線
の
レ

l
ル
が
、
高
崎

ま
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
軽
井
沢
、

長
野
ま
で
は
、
新
幹
線
の
乗
り
入
れ

が
出
来
ま
す
が
、
金
沢

・
高
岡
間
と

魚
津

・
糸
魚
川
聞
は
、
整
備
が
終
わ

っ
て
も
軽
井
沢
、
長
野
と
結
ば
れ
な

い
限
り
、
新
幹
線
を
走
行
さ
せ
る
こ

と
は
出
来
な
い
か
ら
で
す
。

こ
の
場
合
、
富
山
駅
で
ス
ー
パ
ー

特
急
に
乗
り
、
現
在
建
設
中
の
北
越

北
線
(
直
江
津

・
越
後
湯
沢
間
)
を
経

由
し
て
越
後
湯
沢
駅
ま
で
行
き
、
そ

こ
で
上
越
新
幹
線
に
乗
り
換
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
所
要
時
間
は
、

2

時
間
必
分
で
す
。

注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
の
は
、

当
面
、
ス
ー
パ
ー
特
急
が
走
る
だ
け

と
は
い
え
、
金
沢
・高
岡
問
、
魚
津
・

糸
魚
川
聞
は
、
ト
ン
ネ
ル
、
橋
を
は

じ
め
路
盤
は
す
べ
て
新
幹
線
規
格
で

建
設
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
た
だ

し
、
レ
ー
ル
は
、
全
線
整
備
ま
で
幅

の
狭
い
在
来
線
用
の
狭
軌
を
敷
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
北
陸
新
幹
線
が
全
線
整
備

さ
れ
ま
す
と

2
時
間
叩
分
に
な
り
ま

す
。

こ
れ
ま
で
の
新
幹
線
は
、
採
算
性

の
良
い
路
線
で
し
た
の
で
、
国
鉄
は

独
自
で
建
設
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

費
用
を
全
部
負
担
し
て
も
採
算
が
と

れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
作
ろ
う

と
す
る
新
幹
線
(
北
陸
新
幹
線
を
含

む
)
は
、
旅
客
の
少
な
い
所
を
走
る

た
め
、

J

R
独
自
で
作
る
に
は
採
算

性
に
問
題
が
あ
り
、
無
理
で
あ
る
と

J

R
は
主
張
し
ま
し
た
。

作
る
と
す
れ
ば
、
誰
が
費
用
負
担

を
す
る
か
で
、
政
府
は
こ
れ
ま
で
検

討
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
決
定

で、

J

R
印
パ
ー
セ
ン
ト
、
残
り
の

印
パ
ー
セ
ン
ト
を
国
と
地
域
で
負
担

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

国
道
や
港
湾
を
作
る
と
き
に
地
元

負
担
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
と

同
じ
考
え
方
で
、
こ
れ
ま
で
の
新
幹

線
の
実
績
か
ら
み
て
、
地
域
振
興
の

効
果
が
非
常
に
大
き
い
の
だ
か
ら
、

建
設
費
用
の
一
部
を
地
域
で
負
担
せ

よ
と
い
う
も
の
で
す
。

地
域
の
負
担
率
は
、
駅
を
除
い
た

部
分
が
叩
パ
ー
セ
ン
ト
、
駅
な
ど
が

お
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

全
体
で
は
叩
パ
ー
セ
ン
ト
を
わ
ず
か

に
越
え
る
程
度
で
は
な
い
か
と
、
県

は
み
て
い
ま
す
。

地
域
負
担
は
、
県
内
で
新
幹
線
の

工
事
が
始
ま
る
と
き
の
今
後
の
問
題
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広報うおづ(5) 

北 陸区間の規格案

整備計画ルートーーー------------
・・・・・・・・・・--・-- 至上野

工事計画区間|I I I I I 

どのような形で建設す軽井沢 ・長野聞は、計画区間に入っているが、(注)

3年以内に決定することになっています。るかは、

|恰 れよで
1l6. まうす
性 ..，すなが

翠;'1//， と市

議3ii
べ11'// も政

全'|112左
力 li?手

手泉

北
陸
新
幹
線
の
建
設
は
、
ス
タ
ー

ト
を
切
っ
た
ば
か
り
で
す
の
で
、
富

山
県
に
い
つ
新
幹
線
が
通
る
よ
う
に

な
る
か
、
そ
の
時
期
は
ま
だ
明
確
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
予
算
が
大
幅
に
確
保
さ
れ

れ
ば
、
工
事
が
早
く
進
み
ま
す
の
で
、

北
陸
新
幹
線
の
全
線
整
備
の
時
期
は
、

今
後
の
予
算
次
第
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
た
め
沿
線
県
は
、
早
く
工
事

を
進
め
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
の

強
い
運
動
を
し
て
い
こ
う
と
、
結
束

を
固
め
て
い
ま
す
。

「
ス
ー
パ
ー
特
急
で
打
ち
切
ら
れ
、

本
格
タ
イ
プ
の
新
幹
線
は
北
陸
地
域

に
こ
な
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

不
安
の
声
も
聞
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、

政
府
・
自
民
党
の
申
し
合
わ
せ
で
は
、

「
従
来
の
整
備
計
画
は
す
べ
て
維
持

さ
れ
る
」
と
し
、
全
線
整
備
を
約
束

し
て
い
ま
す
。

本
市
も
県
と
と
も
に
、
全
線
整
備

に
向
け
た
粘
り
強
い
運
動
を
続
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

来在-・・・・ ・・・・・1- _ 
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平成元年 3月

日
ご
と
に
暖
か
さ
を
ま
し
、
だ
い

ぶ
春
め
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
空
気
が
た
い
へ
ん

乾
燥
し
、
強
い
南
風
が
吹
き
荒
れ
、

火
災
が
発
生
し
や
す
い
た
め
「
火
災

シ
ー
ズ
ン
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
契
機
に
周
囲
の
火
災

危
険
の
有
無
を
見
直
し
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
防
火
意
識
の
よ
り
一
層
の

向
上
を
図
り
、
火
災
の
発
生
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心

7
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
寝
た
ば
こ
や
た
ば
予
」
の
投

げ
捨
て
を
し
な
い
。

②
子
供
に
、
マ

ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き

火
を
し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、

そ
の
場
を
は
な
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す

い
も
の
を
置
か
な
い
。
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黒部市内等で死亡事故を起こすな

者となる事故が、依然多発してい

高齢者を対象にした諸対策を市民

件(前年23件)、 7月11件(前年28件)、

件(前年32件)と大幅に減少した。

部59件(28.8%)、本江支部42件(20.5

両支部で全事故の半数を占めた。

の33.7%にあたる69件が国道8号線

し、主に追突事故であった。また、

故 3件のうち 2件が国道 8号線で発 ⑥
ふ
ろ
の
空
だ
き
を
し
な
い
。

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も

の
を
近
づ
け
な
い
。

こ
れ
ら
は
、
出
火
原
因
の
主
な
も

の
で
あ
り
、
特
に
、
近
年
天
ぷ
ら
油

に
よ
る
火
災
件
数
の
増
加
が
目
立

っ

て
い
ま
す
。

や
む
を
得
ず
、
離
れ
る
時
は
必
ず

火
を
消
し
て
く
だ
さ
い
。

ち
ょ
っ
と
の
気
く
ば
り
と
実
行
が

火
災
を
防
ぎ
ま
す
。

※
火
災
予
防
期
間
中
、
市
民
の
警
戒

心
を
換
起
す
る
た
め
、
午
後
9
時
の

ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
時
報
の
か
わ
り
に
サ

イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
、
消
防
訓
練

が
行
わ
れ
、
消
防
車
両
が
サ
イ
レ
ン

H寺から午後 6時の間に41件と全事故

を占めた。

験20年以上のいわゆるベテランドラ

の事故が46件と全事故の22.4%を占

れによるミスが目立った。

を
鳴
ら
し
な
が
ら
進
行
し
ま
す
の
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
町
内
会
や
婦
人
会

等
に
対
し
、
防
火
訓
練
、
防
火
教
室

を
行

っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
宮
@
0
2
9
5

重
点
目
標

0
高
齢
者

・
身
体
不
自
由
者
等
を
中

心
と
し
た
死
傷
防
止
対
策
の
徹
底

O
家
庭
及
び
地
域
に
お
け
る
防
火
対

策
の
推
進

O
百
貨
庖

・
旅
館
・
飲
食
庖
等
不
特

定
多
数
の
者
が
出
入
り
す
る
防
火

対
象
物
に
係
る
防
火
安
全
の
確
保

O
防
災
機
器
等
の
普
及
の
推
進

O
異
常
乾
燥
時
及
び
強
風
時
の
火
災

発
生
防
止
対
策
の
推
進

記
民
交
白
髪
白

磁
級
協
傷
害
保
険

一

一

3
月

1
日
(
水
)
か
ら
市
役
所
生

一

一
活
環
境
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
一

一
。
安
い
掛
金
で

一

一

最
高
百
万
円
の
保
障

一

一

一

人

1
年
分
の
保
険
料
(
掛
金
)
一

一
は

1
口
側
円
で
、
加
入
は
一
人
2

一

一
口
を
限
度
と
し
、

5
月
以
降
の
中
一

一
途
申
込
み
は
、
月
割
印
円
と
な
り
一

一
ま
す
。

一

一
。
保
険
金
が
支
払
わ
れ
る
場
合

一

一
日
本
国
内
に
お
い
て
、車
両
(
電
一

一
車

・
汽
車

・
自
動
車

・
バ
イ
ク
・
一

一
自
転
車
な
ど
)
に
乗
っ
て
い
て
衝
一

一
突
し
た
り
、
歩
い
て
い
て
こ
れ
ら
一

一
の
車
両
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
ひ
か
一

一
れ
た
り
し
た
事
故
の
と
き
で
す
。

一

一
た
だ
し
、
航
空
機

・
船
舶
に
よ
る
一

一
事
故
は
支
払
い
の
対
象
と
は
な
り
一

一
ま
せ
ん
。

一

一
。
事
故
に
あ
っ
た
時
は

一

一

早

急
に
生
活
環
境
課
へ
ご
連
絡
一

一
く
だ
さ
い
。
保
険
金
の
請
求
に
必
一

一
要
な
書
類
を
き
し
あ
げ
ま
す
。
市
一

一
民
交
通
傷
害
保
険
に
つ
い
て
の
説
一

一
明
資
料
は
、
区
長
さ
ん
を
通
し
て
一

一
各
家
庭
に
配
布
い
た
し
ま
す
の
で
、
一

一
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
一

一
は
、
生
活
環
境
課
ま
で
お
間
合
わ
一

一
せ
く
だ
さ
い
。

一

「
〕
同
υ
れ
い
はい」



(7) 広報うおづ 平成元年 3月

1.昭和63年中の魚津市の交通事故は、

発生件数 205件(対前年比一26件、一11.3%)

死 者 3人(対前年比一 1名、 -25.0%)

傷 者 247人(対前年比一21名、-7.8%) 

で件数、死者、傷者ともに減少しました。なお、死者は 1人

月別の事故状況
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一一一一一昭和63年件数

一昭和62年件数
「死「者 r--l 

月 思1J 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

日召 件数 15 12 15 16 14 14 11 22 17 27 22 

63 死者 1 l 
年 傷者 28 12 19 20 17 15 11 24 18 35 26 

日召 件数 8 12 19 23 16 25 32 21 20 21 

62 死者 1 1 l 
年 傷者 10 12 19 28 23 19 28 37 25 21 22 

ー。

「ーーー、
12月

20 

22 

21 

l 

24 

減少したが魚津市内のドライバーが朝日町、

ど問題を残しました。

2.県下的に若者の暴走運転や高齢者が被害

る現状から、今後20代の若者や60歳以上の

総ぐるみで推進する必要があります。

0交通事故の主な特徴

加積 ・本江支部地内に

事故が集中した。

夕方の帰宅時間帯に多

発した。

ベテラン運転者の事故

が多発した。

加積支

%)と

全事故

で発生

死亡事

生した。

午後4

の20%

運転経

イパー

め、慣

発生支部別

時

時

件

数

間

40 

30 

20 

10 

jjlj 

一一一一一昭和63年件数

ーーーーー-昭和62年件数

ug 63年 昭 62年

421'牛 521'守

591牛 5Mキ

231牛 251'キ

13 

8 



(8) 広報うおづ平成元年 3月

福祉特別

すれま付金が支給さ
消
費
税
の
創
設
な
ど
に
伴
い
、
老

齢
福
祉
年
金
、
特
別
障
害
者
手
当
の

受
給
者
の
方
な
ど
の
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
及
び
低
所
得
の
在
宅
寝

た
き
り
老
人
な
ど
に
対
す
る
在
宅
介

護
の
支
援
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
臨

時
福
祉
特
別
給
付
金
ご
時
金
)
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

種
類
と
支
給
額

①
福
祉
給
付
金

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

一

万

円

②
介
護
福
祉
金

支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き

五

万

円

2 

福
祉
給
付
金
の
支
給
対
象
者

①
平
成
元
年
2
月
1
日

(以
下

「基

準
日
」
と
い
う
。)
に
お
い
て
、
本

年
2
月
分
の
次
の
い
ず
れ
か
の
年

金
又
は
手
当
を
受
給
で
き
る
方

ア
、
老
齢
福
祉
年
金

イ
、
障
害
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
障

害
福
祉
年
金
に
相
当
す
る
も
の

(年
金
証
書
の
記
号
番
号
の
左

か
ら

5
桁
目
と
6
桁
目
が
臼
又

は
お
の
も
の
)

ウ
、
遺
族
基
礎
年
金
の
う
ち
旧
母

子

・
準
母
子
福
祉
年
金
に
相
当

す
る
も
の
(
年
金
証
書
の
左
か

ら
5
桁
目
と
6
桁
目
が
幻
又
は

お
の
も
の
)

工
、
児
童
扶
養
手
当

オ
、
障
害
児
福
祉
手
当

カ
、
特
別
障
害
者
手
当

キ
、
福
祉
手
当

(
経
過
措
置
分
)

ク
、
原
爆
被
爆
者
諸
手
当
(
医
療

特
別
手
当
、
特
別
手
当
、
健
康

管
理
手
当
、
保
健
手
当
)

②
基
準
日
に
、
本
年
2
月
分
の
特
別

児
童
扶
養
手
当
の
支
給
対
象
と
な

る
障
害
児
の
方

③
基
準
日
に
、
内
歳
以
上
の
方
(
大

正
8
年
2
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
)
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
に

属
し
て
い
る
方
ー
ー
ー
つ
ま
り
高
齢

者
本
人
又
は
そ
の
生
計
を
維
持
し

て
い
る
方
が
昭
和
臼
年
度
分
の
市

民
税
を
納
め
て
い
な
い
場
合
で
す
。

④
前
記
①
1
③
に
該
当
す
る
場
合
で

も
、
基
準
日
に
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
や
社
会
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
方
な
ど
に
は
、
そ
れ

ぞ
れ
別
の
措
置
(
生
活
保
護
費
に

一
万
円
を
加
え
て
支
給
な
ど
)
が

と
ら
れ
る
た
め
、
福
祉
給
付
金
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
通
所
(
通
園
)
施
設
な
ど

で
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

方
や
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
契

約
型
の
施
設
に
入
所
し
て
い
る
方

で
①
i
③
に
該
当
す
る
場
合
は
、

福
祉
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

3 

介
護
福
祉
金
の
支
給
対
象
者

①
基
準
日
に
生
活
保
護
を
受
け
て
い

る
方
あ
る
い
は
市
民
税
非
課
税
世

帯
又
は
均
等
割
だ
け
の
課
税
世
帯

に
属
し
て
い
る
方
で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

ア
、
基
準
日
に

6
か
月
以
上
(
昭
和

日
年
8
月
1
日
以
前
か
ら
)
継

続
し
て
寝
た
き
り
又
は
痴
呆
な

ど
の
状
態
に
あ
る
た
め
常
時
介

護
す
る
必
要
の
あ
る
日
歳
以
上

の
方
(
大
正
日
年
2
月
1
日
以

前
生
ま
れ
)

イ
、
本
年
2
月
分
の
障
害
児
福
祉

手
当
、
特
別
障
害
者
手
当
又
は

福
祉
手
当
(
経
過
措
置
分
)
を

受
給
で
き
る
方

②
た
だ
し
、
基
準
日
に
病
院

・
診
療

所

・
老
人
保
健
施
設
に
継
続
し
て

3
か
月
を
超
え
て
(
昭
和
日
年
叩

月
白
日
以
前
か
ら
)
入
院
し
て
い

る
方
、
特
別
養
護
老
人
ホ

l
ム
な

ど
の
社
会
福
祉
施
設
に
入
所
し
て

い
る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

4 

受
給
の
方
法

①
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
の
支
給
申

請
期
限
は

3
月
お
日
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
申
請
す
る
方
は
、
な
る

べ
く
早
く
市
役
所
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
申
請
書
は
一
枚

で
福
祉
給
付
金
と
介
護
福
祉
金
の

両
方
の
申
請
書
を
兼
ね
て
い
ま
す

の
で
、
両
方
申
請
す
る
方
も
一
枚

だ
け
提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
申
請
書
提
出
の
際
に
市
民
税
の
課

税
状
況
に
つ
い
て
税
務
関
係
当
局

に
照
会
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同

意
や
納
税
証
明
書
を
添
付
し
て
い

た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

③
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
は
、
申
請

書
提
出
後
、
受
給
資
格
の
認
定
に

よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
申
請
書
請
求
及
び
間
合
わ
せ
先

市
役
所
社
会
福
祉
課

宮
②
2
2
0
0
内
線
問

年
金
受
給
者
は

市
役
所
市
民
課
国
民
年
金
係

宮
②
2
2
0
0
内
線
川



臨時

給

「
自
分
に
万
一
の
こ
と
が
あ
っ
た

ら
一
体
こ
の
子
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う

か
口
心
身
障
害
児
(
者
)
を
も
っ
保
護

者
に
と
っ
て
は
大
き
な
不
安
で
す
。

保
護
者
が
生
存
中
一
定
額
の
掛
金

を
納
め
、
保
護
者
が
万
一
死
亡
(
重

度
障
害
)
し
た
と
き
に
、
残
さ
れ
た

障
害
者
に
終
身
ニ
疋
額
の
年
金
を
支

給
す
る
。
こ
れ
が
心
身
障
害
者
扶
養

共
済
制
度
で
す
。

1
、
心
身
障
害
児
の
範
囲

①
精
神
薄
弱
児
(
者
)

②
身
体
障
害
児
(
者
)

ー

一
1
三
級

2
、
加
入
で
き
る
保
護
者(加

入
資
格
)

平成元年 3月広報うおづ(9) 

自
珂
鴎
自
国
音
頭
仙
柏
駅

趣
向
認
会
@
ご
弱
肉

」
ろ
心
身
障
害
者
の
介
護
を
し

る
家
族
の
労
を
ね
ぎ
ら
う
た
め
、

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

し
て
い
ま
す
。

所

3
月

5
日
(
日
)

午
前
日
時
i

福
祉
セ
ン
タ
ー

①
県
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
年
齢
が
平
成
元
年
4
月
1
日

現
在
で
臼
歳
未
満
の
方

③
生
命
保
険
に
加
入
で
き
る
健

康
状
態
で
あ
る
方

※
前
記
①
l
③
の
要
件
を
す

べ
て
満
た
す
方

3
、
掛
金
月
額

(
一
口
当
た
り
)

加
入
(
付
加
)
時
の
年
齢
掛
金
月
額

お
歳
未
満
の
方

一、四
C
C
円

お
歳
以
上

ω歳
未
満
の
方

一、九
0
0
円

ω歳
以
上
必
歳
未
満
の
方

ニ
、5
0

円

必
歳
以
上
回
歳
未
満
の
方

=一
、
ニD
O
円

ω歳
以
上
回
歳
未
満
の
方
四
、

一0
0
同

日
歳
以
上

ω歳
未
満
の
方

五
、=一D
O
円

ω歳
以
上
町
歳
未
満
の
方

六
、八0
0
円

「百
楽
荘
」

心
身
障
害
者
及
び
そ

の
家
族
の
方
が
た

マ
会

費

一
人
当
た
り
二
百
円

マ
間
合
わ
せ
先

魚
津
市
釈
迦
堂

5
3
5

大

野

一

男

宮

弘

|
2
6
5
8

マ
対
象
者

①
一

人
二
口
ま
で
加
入
で
き
ま

す
。

②
掛
金
は
加
入
時
の
年
齢
に
よ

り
固
定
し
ま
す
。

4
、
年
金
の
支
給

O
二
口
加
入
者
|
月
額
四
万
円

(年
額
凶
八
万
円
)

o
一
口
加
入
者
|
月
額
二
万
円

(年
額
二
四
万
円
)

※
年
金
は
障
害
児
(者
)
の
生
涯

に
わ
た
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

5
、
申
込
み
及
び
詳
し
い
こ
と
に
つ

い
て
の
間
合
わ
せ
先

市
役
所
社
会
福
祉
課
福
祉
係

g
n
|
2
2
0
0
 

内
線
1
2

1
及
び

1
2
6

明

?
?
j
!
?
t?
・?
4
1
?
・?
・?
・4
i
'i
a'ia
f-
-
'f
?
;
‘j
i--‘j
i
--
?
-a
i
--
?
-a
t-
-
'!
?
J

一

)

皆
さ
ん
の
お
宅
に
、
使

っ
て
い
な
い
が
、捨
て
る
に
は
惜
し
い

、
一

…

引

と
い
う
よ
う
な
品
物
が
物
置
に
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

~

一

花

日
年
前
の
石
油
シ
ョ

ッ
ク
が
、
私
た
ち
の
記
憶
か
ら
薄
れ
か
け

一

一
所

梢

て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
し
か
し
、
資
源
に
限
り
が
と

…
火
火
削

る
と
い
う
状
況
は
少
し
も
変
つ
て
は
い
な
い
の
で
す
。
今
一
度
、
…

~
語

別

省
資
源

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
、
考
え
直
し
て
み
る
必
要
が

一

…刊
，
一

4

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

…

一
再

沼

市
総
務
課
で
は
、

一
般
家
庭
に
お
い
て
不
用
に
な
っ
た
品
物
で

一

…
活

紅

も
、
十
分
使
用
で
き
る
も
の
を
一
般
に
知
ら
せ
、
省
資
源
に
役
立

一

五

ロ

係

て
る
た
め
の
不
用
品
活
用
相
談
所
を
設
け
て
お
り
ま
す
。

一

…
括

阪

こ
の
仕
組
み
は
、
不
用
品
の
譲
渡
し
を
希
望
す
る
人
が
、
品
名
・

…

…
有

行

購
入
年
月
日
品
物
の
状
態

・
譲
渡
希
望
価
格
な
ど
を
活
用
相
談

…

ん
不

課

所
に
申
出
る
と
、
市
で
は
、
そ
れ
を
一
般
に
知
ら
せ
ま
す
。
ま
た
、

~

…市

機

譲
受
け
希
望
者
か
ら
も
品
名
と
価
格
や
条
件
を
聞
い
て
お
き
、
両

一

一
bhF術

者
が
あ
る
程
度
条
件
な
ど
で
一
致
し
た
と
き
、
希
望
者
に
連
絡
し

一

…
、
J
市

当
事
者
間
で
直
接
交
渉
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

…

…
包
川
川
申
出
を
登
録
し
た
あ
と
2
か
月
間
一
般
に
案
内
し
ま
す
が
、
そ

…

や

恥
川

の
聞
に
取
引
が
成
立
し
な
け
れ
ば
、
取
下
げ
と
な
り
ま
す
。
た
だ

叫

…
川

川

し

、
再
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

い

仙

削

昨

年

一
年
聞
の
状
況
は

…

や
川
川
川

・
ゆ
ず
り
ま
す
幻
件

プ
っ
ち
成
立

』

…
欄

欄

・

も
と
め
ま
す
鈍
件

「
件
数
ロ
件

ゃ

噛
川

川

川

と

い

う

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

ゃ

由
酬

。
現

在

登

録

中

の

も

の

…

川
川

tm出
f
I
l
l
-
/
.ゆ
ず
り
ま
す

罰

m
u帆ワ
」

「

一

一

-

・

英
文
タ
イ
プ

・
電
子
編
機

↑

噛

川

一

一

章

一

一

一

?

と

め

ま

す

…

相
肘
m

-
五

寸

一

-

ア

一

-

・

冷
蔵
庫

中

…
ぷ

岬

-

否

』

」

戸

三

・

赤
ち
ゃ
ん
用
テ
ー
ブ
ル
椅
子

…

約
一
高

F
t
L
4
一

一

ノ

・

赤
ち
ゃ
ん
用
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

一

…

4
h
げ

い

に

戸

一

~

ミ

。
申
込
み

・
間

合

わ

せ

先

…

存
km

f

市
総
務
課
行
政
係

…

=
l川

E
n
|
2
2
0
0
内
線

m

-

r
'号
、守
、丸
、号
、‘
、T
4
4
4
4
6if
'f
hL骨
'f
iLf
'f・4
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f
』
;f
't
if
'f
't
;f
'f
eL



マ
発
着
点
会
場

マ
招
待
選
手

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
日
本
代
表

o
水
上
則
安

(新
日
鉄
)

O
森
川
嘉
男
(
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
)

マ
コ
ー
ス

O
却
し
聞
の
部
水
族
館
1
経
団
海
岸
通
り
折
返
し
コ

l
ス

o
m
M
の

部

水

族

館

i
市
役
所
前
折
返
し
コ

l
ス

0
5
M
の

部

市

役

所

i
水
族
館
ゴ
ー
ル
片
道
コ
ー
ス

マ

種

目
o
m
M
の
部

(
一
般
男
子

・
女
子
)

o
m
M
の
部

(
却
歳
以
下
の
部
)(
ぬ
歳
代
の
部
)

(ω歳
代
の
部
)(
印
歳
代
の
部

)(
ω歳
以
上
の
部
)

(
高
校
の
部
)
(
高
校
生
以
上
女
子
の
部
)

0
5
M
の
部

(中
学
男
子
、
女
子
の
部
)

マ
参
加
資
格
中
学
生
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
競
技
者

マ
参
加
料

(
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
料
を
含
む
)

O

一

般

二
、
五

O
O
円

0
高
校
生
二
、

0
0
0
円

O
中

学

生

一

、
五

O
O
円

マ

表

彰

各

部

門

と

も

6
位
ま
で
と
各
種
特
別
賞
あ
り

マ
申
込
期
限

3
月
白
日
(
金
)ま

で

。。

み
ん
色
喝
の
ま
耳
目
制
d

魚
津
水
族
館
前

・
魚
津
市
役
所
前

広報うおづ

第
9
回
健
康
魚
津
蟹
気
楼

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

の
実
施
要
領
が
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
、
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

マ
と
き

4
月
初
日
(
日
)
雨
天
決
行

開

会

式

午

前

9
時

以

」

平成元年 3月

マ
間
合
わ
せ

及
び
申
込
み
先

魚
津
市
教
育

委
員
会

体
育
課

宮
②
2
2
0
0

内
線
制

※
実
施
要
項
及
び

参
加
申
込
み
書

は
体
育
課
と
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。

4
月
の
歩
こ
う
会
は
、

2
度
行
い
ま
す
。

2
日
(
日
)
は
、
パ
ス
で
北
山
口
下
車
。
升
方

城
跡
へ
と
約

6
M
歩
き
ま
す
。

ま
た
お
日
(
日
)
は
、
徒
歩
で
天
神
山
方
面
へ

花
見
に
行
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
、

，参
加
希
望
者
は
、
当
日
午
前
9

時
ま
で
電
鉄
魚
津
駅
前
に
お
集
り
く
だ
さ
い
。

交
通
費
は
各
自
負
担
。
昼
食
持
参
の
こ
と
。

て，////////"，

と き 行 事 ところ

3日幽~ 市民スキー教室 志賀高原
5日(日) (Dコース) スキー場

5日(日)
春季剣道スポーツ

少年団錬成大会

12日(日) 市民卓球大会

19日(日)
総合体育館

バドミントン大会

21日(刈 野球審判講習会
総合体育館

1日(水)
市ビーチノ〈レー

8日(水)
ボール

15日(水)
選手権大会

23日(村

後d



心
に
刻
も
う
確
か
な

一
冊
⑫

新
し
い
本
か
ら

〈
一
般
〉

神
津
家
は
た
だ
い
ま
円
人
/

神
津
カ
ン
ナ

ニ
ュ
ー
ス
の
読
み
方

木

田

査

二

健
康
ち
ょ
っ
と
い
い
話
石

川

恭

三

大
ニ
ッ
ポ
ン
格
付
け
大
事
典

関
口

季
節
の
あ
る
暮
ら
し

平成元年 3月

ク
ニ
エ
ダ
ヤ
ス
エ

人
生
お
も
し
ろ
説
法

田

河

水

泡

姑
の
心
、
嫁
の
思
い

与
謝
野
道
子

あ
な
た
の
運
転
ニ
れ
だ
け
注
意
す

れ
ば
大
丈
夫

柴

原

貞

夫

お
父
さ
ん
か
ら
き
み
た
ち
へ

衣

笠

祥

雄

お
わ
ら
の
呈
の
二
十
一
世
紀

八
尾
文
化
会
議
運
営
委
員
会

〈
文
学

・
小
説
〉

万
葉
の
歌
び
と
と
風
土
犬
養

遊
談
倶
楽
部

五
木

恋
人
関
係

森
村

浪
花
少
年
探
偵
団

東
野

泣
き
ぼ
く
ろ

安
部

広報うおづ。1)

良
孝

寛
之

誠
一

圭
吾

譲
二

野
菜
の
花

秋
山
ち
え
子

わ
れ
ら
の
遠
い
国

阿

部

牧

郎

凪
の
光
景

佐

藤

愛

子

大
伴
氏
の
伝
承

菅

野

雅

雄

海
馬
(
ト
ド
)

吉

村

昭

淡
雪
物
語

早

乙

女

貢

二
度
目
の
乾
杯

山

内

美

郷

ぼ
ち
ぼ
ち
草
子

田

辺

聖

子

わ
れ
ら
の
遠
い
国

阿

部

牧

郎

誰
も
不
思
議
に
思
わ
な
い堀

田

善

衛

窓
辺
の
猫

原

田

康

子

フ
ロ
ッ
ク
ス
は
わ
た
し
の
目
盲
導

犬
と
歩
ん
だ
十
二
年

福

沢

美

和

夢
あ
わ
せ

半

村

良

借
り
出
し
は
、

3
冊

2
週
間
ま
で

で
、
無
料
で
す
。

お

知

ら

せ

図
書
館
の
一
般
読
書
室
の
内
装

が
一
新
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
お
い
で
く
だ
さ
い
。

ロ
日
(
第

2
日
曜
)
!
:

器
対
闘
詰

お
日
(
第
4
日
曜
)
1
1

翌
日
(
月
曜
日
)
は
休
館
で
す
。

533 
533 
市

民

教

養

講

座

223 
523523 

-Rとき
3
月
幻
日
(水
)

午
後

1
時
初
分

1
3
時
初
分

女
テ

ー

マ

ギ

リ

シ

ャ
思
想

-R講
師

洗

足

学

園

魚

津

短

大

助

教

授

大

森

洋

一
先
生

i
 
l
 

--a' 

相P

教¥¥¥¥

3
月
8
日
(
水
)

午
後

1
時
叩
分

1

4
時

女
講

師

脇

坂

正

夢

先

生

以
上
の
会
場
い
ず
れ
も
図
書
館

-Rとき
気
軽
に
見
学
し
て
く
だ
さ
い

英
会
話
教
室

マ
期

間

明

年

4
月

i
w年
3
月

4
月
6
日
(
木
)
か
ら
毎
週

木
曜
日

マ
場
所
魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ンタ
ー

マ
講
師

金

藤

典

子

先

生

マ
講
習
内
容

・
受
講
料
及
び
定
員

①
小
学
生
:・
た
の
し
い
英
会
話

・

歌

・
英
語
カ

l
ド
ゲ
ー
ム

月
額
四
、
五

O
O
円、

5
名

②
中
学

i
一
般
:・
や
さ
し
い
英
会

話

・
基
礎
か
ら
日
常
会
話

月
額
五
、

0
0
0円
、
叩
名

受
講
生
募
集
物

③
高
校

1
一
般
:・
海
外
旅
行
の
会

話
、
日
常
会
話

月
額
六
、

0
0
0円、
5
名

マ
受
講
時
間

①
小
学
生
・:
午
後

5
時

i

6
時

②
中
学

l
一
般
・:
午
後

6
時

1
午

後
6
時
代
目
分

③
高
校

i
一
般
・:
午
後
7
時

i
午

後

8
時

マ
申
込
み

・
間
合
わ
せ
先

魚
津
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

E
M
|
9
5
7
9
 

催

物

名

中
央
公
民
館

生
涯
教
育

発
表
大
会

う
お
づ
お
や

こ
劇
場

第
臼
回
例
会

歌
舞
劇
団

uw
判

C
・
具
C
・
司
C
M

の
、
っ
た

洗
足
学
園

卒
業
演
奏
会

市
健
康
づ
く

り
大
会
講
演

会

講

師

日
色
と
も
ゑ

芸
と
。
が
ん
H

と
宇
野
重
吉

魚
津
高
校

吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

読
売
新
聞
社

春
休
み
親
子

ま
ん
が
大
会

全
労
災
フ
ァ

ミ
リ
ー
ぬ
い

ぐ
る
み
劇
場

と

き

PM 5 
1 士日
時こ

日
日(

金
)

問

6
時

羽
分

日
日
(
土
)
一

i
・

1
・

m
3時
一

:

凶
日(

日
)

m
l
時

幻
日(

祝
)

附

2
時

幻
日(

日
)

附

2
時

出
日(

金
)

附

2
時

入
場
料

無

料

会
員
制料

整
理
券

(
無
料
)

整
300理
円券

整
理
券

(
無
料
)

無

料



(12) 広報うおづ

い
る
魚
津
音
頭
に
、
秋
本
先
生
が
現
川

代
風
に
ア
レ

ン
ジ
し
た
振
付
で
復
興
〉

さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
が
、
こ
の

教
室
の
目
玉
で
、

3
月
日

i
U
日
の
〉

校
下
文
化
祭
に
発
表
予
定
で
あ
る
。

市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
観
賞
さ
れ
~

た
い
も
の
で
あ
る
。

代
表
の
大
川
智
子
さ
ん
は
、
身
体

〈

を
動
か
す
こ
と
で
心
身
と
も
に
さ
わ
)

や
か
に
な
り
、
皆
き
ん
に
も
喜
ん
で
川

も
ら
え
れ
ば
、
こ
れ
に
勝
る
も
の
は
川

な
い
、
と
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
燃
川

や
し
て
い
る
。

川

河
京
町
幼
一稚
園
め
津
一一一一浮
白
川一人
圏

2
月
日
日
、

4
月
か
ら
入
園
す
る

…
子
供
た
ち
の
半
日
入
国
が
行
わ
れ
、

い
園
児
と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
遊
戯
を

…
見
て
楽
し
い

寸
断
を
過
ご
し
ま
し
た
。

γ
弘
沼
B
…

ム
F
.J
Ve

江
民
謡
〈
踊
り
〉

平成元年 3月

本
江
公
民
館
の
ホ
ー
ル
舞
台
で
は
、

三
味
線
の
音
色
に
合
わ
せ
て
、
ご
婦

人
方
が
民
謡
踊
り
に
熱
中
し
て
い
る
。

と
き
ど
き
動
き
に
乱
れ
が
出
た
り

す
る
と
、
秋
本
先
生
の
鋭
い
声
が
と

ぶ
。

一
曲
踊
り
終
え
る
と
、
先
生
を

囲
ん
で
注
意
点
を
聞
き
、
再
度
「
お
さ

ら
い
」
と
な
る
。

昭
和
田
年
に
始
め
ら
れ
た
こ
の
教

室
は
、
並
木
町
の
秋
本
多
美
子
さ
ん

に
指
導
を
仰
ぎ
、
初
代
か
ら

ω代
ま

で
の
幅
広
い
年
齢
層
の
女
性
日
人
が

現
在
の
会
員
で
あ
る
。
民
謡
教
室
は

踊
り
と
歌
に
分
か
れ
て
練
習
し
て
お

り
、
年
間
4
、
5
曲
ず
つ
マ
ス
タ
ー

し
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今

で
は
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
多
く
な
り
、

校
下
の
文
化
祭
や
婦
人
会
関
係
の
催

し
、
或
い
は
施
設
訪
問
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
華
麗
な
舞
い
姿
を
披
露

し
て
き
て
い
る
。

今
で
は
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て

薬
品者

.~~ 

の
場

経 ':"fIiF"'一一____..
回目
幼 尺3

稚
園

v 

‘
こ
ぱ
と
児
童
セ
ン
タ
ー

小
川
寺
で
は
、
1
月
お
日
に
、
火

祭
り
行
事
に
合
わ
せ
て
、
市
内
で
は

み
や
で
ん

少
な
く
な
っ
て
き
た
宮
田
の
行
事
も

行
っ
て
い
る
。

小
川
寺
に
は
、
市
の
指
定
文
化
財

で
あ
る
獅
子
頭
や
天
狗
面
な
ど

が
残
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
踊

り
も
他
所
と
違
っ
た
独
特

の
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が

こ
の
祝
い
の
席
で
も
披
露

き
れ
る
。
踊
り
が
終
わ
っ

た
あ
と
、
無
病
息
災
を
願

っ
て
獅
子
に
頭
を
噛
ん
で

も
ら
う
の
で
あ
る
。

2
月
3
日
の
節
分
に
は
、
市
内
各

所
で
豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幼
稚
園
や
保
育
園
、
児
童
セ
ン
タ

ー
で
は
、
先
生
か
ら
「
心
の
鬼
」
を

追
い
出
し
ま
し
ょ
う
、
と
話
が
あ
り
、

手
作
り
の
面
や
衣
装
を
つ
け
た
鬼
さ

ん
め
が
け
て
、
元
気
に
豆
を
投
げ
、

今
年
一
年
の
幸
福
を
祈
り
ま
し
た
。



い
広

2
月
日
日
、
住
吉
小
学
校
で
は
校

内
な
わ
と
び
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
生
徒
全
員
が
な
わ
と

び
体
操
で
身
体
を
ほ
ぐ
し
、
二
年
生

か
ら
競
技
に
入
り
ま
し
た
。

種
目
は
一
年
生
が
、
前
跳
ぴ

・
後

跳
び

・
前
か
け
足
跳
び
、
二
年
生
は

前
跳
び

・
後
跳
び

・
前
二
回
旋
一
跳

躍
、
三

1
六
年
生
は
、
前
跳
ぴ

・
後

あ
や
跳
び

・
前
二
回
旋
一
跳
躍
で
、

鵠， .. 

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
を
初
秒

間
に
何
回
跳
べ
る
か
を
競

い
ま
す
。

集
合
や
退
場
も
キ
ビ
キ

ビ
と
規
律
正
し
く
、
日
ご

ろ
の
練
習
成
果
が
十
分
に

発
揮
さ
れ
、
厳
し
き
の
中

に
も
和
気
あ
い
あ
い
の
楽

し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し

た

平成元年 3月広報うあ、づ(13) 

まーずは準備体操
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3日倒 4時

ρて入
化同制、

一〆'"‘'ー.~-、K.司、母、
L<"~、，c，、 W 回.liI‘… .-，-、_<‘.¥司、...F/ ~ 

11~""/a......;:‘弘、 "'11

8日休:) 4時

。センターまつり 26日(日)11時

※食べ物コーナー ゲームコーナーなど

があります。多数の

参加をおまちしてお

ります。詳しくは、

センターまで.グ

。 ひなまつり会

。プ ラノぐン製作

堀
井
祐
太
朗
く
ん
(
文
博

・
小
百

合
さ
ん
夫
妻
の
長
男
)

昭
和
臼
年
5
月
ロ
日
生
ま
れ

諏
訪
町

4
1
3

《
お
母
さ
ん
の
一

言
》

強
く
、
た
く
ま
し
く
、
や
さ
し
さ

一
杯
の
男
の
子
に
な
っ
て
ほ
し
い
ナ
グ

小
林
麻
荊
ち
ゃ
ん
(
弘
幸

・
美
幸

き
ん
夫
妻
の
長
女
)

昭
和
臼
年
4
月
幻
日
生
ま
れ

本
江
別
本
江
ア
パ
ー
ト
2

|
制

《
お
母
さ
ん
の

一一言》

明
る
く
、
伸
び
伸
び
と
、
た
く
ま

し
く
育
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。



冬
季
国
体
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技

|

|
ニ
綾
田
三
位
入
賞
の
快
挙
ー

-

J

治
M
井

出

妙

立
子
=
1••

•

• 

本
年
一
月
の
国
体
冬
季
大
会
ス
ピ

ー
ド
ス
ケ
ー
ト
競
技
に
出
場
し
た
井

出
妙
子
選
手
が
、
五
百

m
と
千

m
の

二
種
目
に
三
位
入
賞
と
い
う
見
事
な

成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

魚
津
は
も
と
よ
り
富
山
県
で
も
な

じ
み
の
薄
い
ス
ケ
ー
ト
競
技
で
の
活

躍
に
、
市
民
は
心
か
ら
称
賛
の
拍
手

を
お
く
り
ま
し
た
。

井
出
さ
ん
は
、
昭
和
日
年
に
夫
の

克
樹
氏
(
富
山
労
災
病
院
形
成
外
科

部
長
)
の
転
勤
で
六
郎
丸
に
居
を
移

さ
れ
、
練
習
場
が
な
い
た
め
、
ほ
と

ん
ど
走
り
込
み
だ
け
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
を
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

。司広報うあ、づ平成元年 3月

ー《
U

、f
、・
4
v
t

h

・ノ
v-

‘
，‘・・'34

ん
に一切一

長
野
県
の
小
海
町
出
身
で
、
幼
児

か
ら
ス
ケ
ー
ト
を
始
め
、
高
校
か
ら

連
続
8
回
国
体
出
場
、
大
学
時
代
は

イ
ン
タ
ー
カ
レ

ッ
ジ
大
会
で
五
百

m

と
千

m
に
優
勝
と
い
う
豊
富
な
選
手

経
験
が
あ
り
、
姉
二
人
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
代
表
、
妹
さ
ん
も
国
体
選
手
と

い
う
ス
ケ
ー
ト
一
家
で
す
。

現
在
6
人
の
お
子
さ
ん
の
良
き
母

親
で
あ
り
、
魚
津
の
自
然
と
習
俗
に

ふ
る
さ
と
と
同
じ
親
近
感
を
持
っ
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
家
族
の
理

解
と
協
力
に
よ
っ
て
、
今
日
も
井
出

き
ん
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で

い
ま
す
。

子

支」

話 募 派婦 富 平①
派
遣
国
ア
メ
リ
カ
・
メ
キ
シ
コ

②
期
間
平
成
元
年
日
月
ロ
日
(
木
)

ー

μ
日
(
火
)
約
日
日
間

③

人

員

一

般

部

門

約

ω名

農
業
部
門
約
日
名

④
募
集
期
間

3
月
刊
日
(
念

i
4
月
刊
日
(
旦

⑤

負

担

金

約

口

万

円

⑤
年
齢
要
件
一
般
青
年
初
歳
l

初
歳

農
業
青
年
初
歳
i
お
歳

農
業
学
生
最
高
学
年
に

在
学
す
る
者

0
第
9
回
富
山
県
婦
人
海
外
派
遣

①
派
遣
国
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ

②
期
間
平
成
元
年
叩
月
ロ
日
(
木
)

l
M品
目
(
さ
約
日
日
間

③
募
集
人
員
約
ぬ
名

④
募
集
期
間

3
月
刊
日
(
念

1
4
月
刊
日
(
息

約

η万
円

初
歳
i
お
歳

⑤
負
担
金

⑥
年
齢
要
件

魚津北雇用促進住宅宅:
ン.コ一ポラス 魚津北) 0: :三以ミ弘与:三=三おη以:三5三山ぷ三台♂三主0 0三三00主~.:::;~~三00三(\~三浮三三;三乞/~山 .ν0 0 0υ ::. .:.'.:.-:

かねてから木下新地内の川の瀬団地に建設中の魚津北雇

用促進住宅 (鉄筋 5階建、 2棟、 80戸、うち身体障害者用

2戸)が完成し 、次により入居希望者を募集しています。

0申込み ・間合わせ先 魚津公共職業安定所

宮 24-0365

O
部
屋

3
郎
、
パ
ス

・
ト
イ
レ
付

O
入
居
条
件

-
住
宅
に
困
る
雇
用
労
働
者

2
本
人
を
含
め
家
族
3
人
以
上

3
家
賃
を
口
座
振
替
で
き
る
人

4
要
保
証
人
(
原
則
と
し
て
勤
務

先
の
事
業
主
)

O
費
用

1
家
賃

安
定
所
の
紹
介
で
就
職

し
住
居
を
移
転
又
は
通
勤
困
難

で
住
居
を
移
転
す
る
人

月
額

2

7
、
3
0
0
円

前
記
以
外
の
人

月
額

3

2
、
8
0
0
円

2
敷

金

家

賃

の

2
か
月
分

3
共

益

費

月

額

5
0
0
円

4
駐

車

料

月

額

2
、
5
0
0
円
以

内
の
見
込
み



受
診
率
の
話

医
療
保
険
に
お
け
る
診
療
費
の
分

析
に
用
い
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
「
受

診
率
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
被
保
険
者
別
人
当
た
り
の

受
診
件
数
を
も
っ
て
表
わ
さ
れ
ま
す

が
、
受
診
件
数
は
、
一
患
者
が
同
一

月
に
一
医
療
機
関
(
一
般
診
療
と
歯

科
診
療
は
別
、
ま
た
総
合
病
院
は
各

診
療
科
別
)
に
か
か
っ
た
も
の
を
一

件
と
す
る
の
で
、
各
月
ご
と
に
医
療

(単位%)

53.55 

7.91 

平成元年 3月

昭和63年10月診療分受診率

85.73 

6.00 

69.08 

9.76 

42.93 

8.11 

広報うあ、づ(15) 

国
民
健
康
保
険
は
、
相

互
扶
助
の
精
仰
で
あ
な
だ

の
健
康
と
い
の
ち
を
守
っ

て
い
ま
す
。

65.63 

機
関
か
ら
提
出
さ
れ
る
レ
セ
プ
ト
(
診

療
報
酬
請
求
明
細
書
)
の
数
を
被
保

険
者
数
で
除
し
て
算
出
し
ま
す
。

た
と
え
ば
魚
津
市
国
保
の
昨
年
の

日
月
診
療
分
に
つ
い
て
算
出
す
る
と

別
表
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

一
般
で
は
別
人
の
う
ち
約
半
分
の

人
が
、
退
職
者
で
は
約
8
割
の
人
が
、

さ
ら
に
老
人
で
は
全
員
が
ど
こ
か
の

医
療
機
関
へ
行
っ
て
医
療
を
受
け
た

こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
く
に
老
人
の

「
入
院
」
で
は
、
川
人
の
う
ち
約
ロ
人

が
入
院
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

高
齢
者
に
な
る
ほ
ど
受
診
率
が
高

く
な
る
の
は
や
む
を
え
な
い
こ
と
で

す
が
、
受
診
率
が
高
く
な
れ
ば
医
療

費
も
ふ
え
る
の
で
、

一
般
、
退
職
者

も
含
め
て
、
日
ご
ろ
の
健
康
づ
く
り

が
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

104.41 82.37 53.15 



。。広報うあ、づ平成元年 3月

(3周〉保健だより
ft24-3999 

休日診療医

(午前 9時~午後 5時)

診療日 診療機関 ・住所 ・電話

魚津神経 江 口
3月 5日(日)

サナトリウム 宮 22-3486

沢口内科医院
火の宮町

3月12日(日)
宮 22-1748

沢口外科医院
本 江

3月19日(日)
ft22-1757 

晒屋医院
友 道

3月21日(必
ft22-0490 

鈴木医院
双葉町

3月26日(日)
宮 24-8820

寺崎医院
上 口

4月 2日(日)
宮 22-3619

〔歯科〕

滑川市小泉
3月 5日(日)飯田歯科医院 ft75-3705 

上 口
3月12日(日) 寺崎歯科医院

宮 22-3619

3月19日(日) 木下歯科医院
文化町

宮 22-0118

米国歯科医院
本 江

3月21日(刈
宮 23-0600

小熊歯科医院
村木町

3月26日(日)
ft24-6567 

稲場歯科医院
文化町

4月 2日(日)
宮 22-0243

新川地区休日夜間急患医療センター

診療日 日曜日、祝日(午後 7時-11時)

所在地 黒部市コ日市(黒部市消防署向側)

魚津市健康センタ一

吉島1165

機能訓練 脳卒中後遺

(リハビリテーション)症のある人

健康相談

一般市民

一般市民

健康体操と

健康相談

献

0体操の出来る服装でおいで

ください。

0 日をきめて、健康相談も実

施しています。

無料

毎週水曜日 9:00-11:00 

(申し込みは魚津市健康

センタ一、黒部保健所)

一般市民胃がん検診
0 とき 3月18日(土)

午前10時~午後 3時30分

oところ サンプラザ前随時(申し込みは、魚津|市内産婦人科病院・医院

市健康センターへ) I 料金 1，000円
一般市民子宮がん検診

父
親
と
し
て
子
育
て
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

マ
対
象
者
妊
婦
の
夫
と
生
後
6
か

月
ま
で
の
子
供
を
持
つ
父
親

マ

内

容

講

義

・
座
談
会
な
ど

マ
日
時

3
月
日
日
(
土
)

午
後
6
時
初
分

1
9
時

マ
主
催

・
場

所

魚

津

保

健

所

マ
参
加
費

無
料

マ
間
合
わ
せ

・
申
込
先

魚
津
保
健
所
宮
μ
|
O
3
5
心

r

お
NJ
諸
ば
明第-，

/
¥
民
間
J7d

第

8
回

「
パ
パ
の
育
児
教
室
」

家
族
の
健
康
管
理
は
主
婦
の
大
切

な
役
目
で
す
。
正
し
い
食
生
活
の
知

識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
受
講
し

ま
せ
ん
か
。

マ
実
施
期
間

-
年
4
月

1
2
年
3

月
(
ロ
回
コ

l
ス
)

午
前
9
時
初
分

1
午
後
2

時
ぬ
分

マ
と
こ
ろ
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

マ
申
込
先
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

E
U
|
3
9
9
9
 

マ

受

講

料

無

料

マ
申
込
締
切

3
月
お
日

マ
講
義
日
程
左
表
の
と
お
り

マ
と
き



昭
和
臼
年
の
が
ん
検
診
の
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

富
山
県
の
胃
が
ん
死
亡
率
は
全
国

第
三
位
、
魚
津
市
は
そ
の
中
で
も
高

率
を
し
め
て
い
ま
す
。

が
ん
は
、
早
期
発
見
で
あ
れ
ば
治

る
病
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め

平成元年 3月広報うおづ(17) 

1年に 1回は検診を受け

自分の健康は、自分で守りましょう

に
も
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

市
で
は
、
地
域
で
行
う
集
団
検
診

の
他
に
医
療
機
関
や
、
黒
部
保
健
所

な
ど
検
診
の
機
会
を
増
や
し
、
受
診

し
や
す
い
体
制
を
整
え
て
い
く
予
定

で
す
。

人

一

寸
，
、
一

九
以
一

ト
仙
人
一
人

削
の

U
一
人

7

ι
i

そ
診
一
回
診

い
人
受
一
症
受

付
日
一
未
一
腺
未

切
傷
、
一
説
、

む
漬

人
一
、
人

j
腸
日
一
人

5

人
指
レ
一

1

し

は
こ
な
一

ιな

わ
汁
常
一
点
常

胃
胃
異
一
乳
異

人

1，087 乳がん

肺がん 1人、要注意 5人、肺炎 1人

異常なし 6人、未受診 l人

1，184 子宮がん

ま
た
今
年
度
か
ら
肺
が
ん
検
診
を

新
た
に
実
施
し
ま
し
た
。

加
名
が
受
診
さ
れ
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
検
査
と
、
略
波
検
査
を
行
い
、

一
名
の
方
の
肺
が
ん
が
早
期
に
発
見

さ
れ
手
術
に
よ
り
治
ゆ
き
れ
ま
し
た
。

249 

日
年
度
の
受
診
者
数
は
、

二
、
八七五

人
(
受
診
率

ω
・
4
%
)
で
す
。
昨

年
よ
り
九
九
九
人
の
著
し
い
増
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

地
区
別
に
受
診
率
を
み
ま
す
と
、

西
布
施
地
区
が
肝

・
3
%と
最
も
受

診
率
が
高
く
、
一
位
で
す
。
次
い
で
片

貝
地
区
と
な

っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

受
診
率
よ
り
著
し
く
高
い
地
区
は
、

上
野
方

・
加
積
地
区
で
す
。
全
地
区

的
に
受
診
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
方
の
検
診
を
受
け
よ
う
と
い

う
意
志
の
あ
ら
わ
れ
と
、
地
区
保
健

衛
生
推
進
員
の
方
が
た
の
ご
協
力
に

よ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

結
核
の
病
気
そ
の
も
の
は
減
少
し

て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
ま
だ
、
川

人
(1
月
末
)
の
患
者
が
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
の
精
密
検
査
の
判
定

結
果
に
お
い
て
も
、
患
者

1
人

発

病
の
お
そ
れ
あ
り
の
者
が
幻
人
、
要

注
意
者
が

η
人
と
、
ま
だ
ま
だ
、
お

ろ
そ
か
に
で
き
ま
せ
ん
。
肺
が
ん
な

ど
の
病
気
も
同
時
に
発
見
さ
れ
、
早

期
に
治
療
さ
れ
て
い
ま
す
。

肺がん

3 2 1 12 11 10 9 8 7 6 5 4 
予定実月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月

9 9 19 8 17 17 8 11 14 16 19 14 
日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日 日施

我
( 

献 iJ去 貧 高 栄 栄 栄 栄 栄 開 時9 
も 家 正 30議

立 グ〉 養 養 養 養 養 分

て
三事食島

血 講
作 寸品ιー A寸Lー.. 守主主aー. A寸uー5 寸』んー

時10 

成 月 血 庄 V W III II I 式 30義
な 断 分

カf
老人

オ".旬、

し 幼 お 貧 高 夏 ノ、 調 座リ 10調
料

ん

児食 弁 血 血

干防すを

ノ、
フ 理 エ時

料 圧 喜は了 ア
ン30理

と 当 予 ン グ〉 談テ 分
お

料 防
予 れ 予

基
1実

理 や 理 防
事食る 事食る

防 ス ン 12習
つ 理 食 食 食 食 本 Azz 、ヨ 時

ン

野 加
動運

( 

閉

莱摂取考を

工 食
事食

カf コ
生食

カ 調
族家

13 

食 卓 グ〉
レ ロ 理

時講

と 効
グ〉 ん ス 活 の

講 塩 ア
考を

σ3 
健康管

14 

健康食品

用

分計算
予 ロ 時

と 衛

え 実技
え 計 30義

式
る

ろ 防 lレ る 算 生 理 分

H

自
分
は
健
康
だ
。
と
思

っ
て
い
て
も

宇
ナ
し
ょ
、
っ
。

一
年
に
一
回
は
必
ず
検
診
を
受
け
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平成元年 3月 広報うおづ側

お 失 ロ らせ

富山県内の最低賃金決まる

informαtio札

詳しいことは魚津労働基準監督署 宮 22ー0579へお尋ねください。

る

J Rのダイヤ改正により 3月11日から

特急雷鳥16号 (午前 6時36分発)が JR 

魚津駅始発となります。これを記念して

次のとおり記念旅行を行いますので、皆

きんの参加をお待ちしております。

・期日 3月11日仕)・金額 19，800円

・募集人員 45名 (最少催行人員35名)

.行程
雷鳥16号

魚津=吉誌~京者ト----竜安寺=ー
6:36 ¥相良 I 10:09 

金閣寺 北野天満富=ー
(昼食、精進料理「鉄鉢料理J)

雷鳥33手
京都 J 魚津

:25 (夕食) 19':'54 
・申込先 魚津駅旅行センター

宮 24-1456

国の行政機関は

第2、第4土曜日

休みです

税金についての一般的ご質問は

タックス ・アンサーの
ご利用を

:re?i(~年三;ぼ;:::今期:ç ミ":r}?H議
(////\\//~'消.しま L ょう)!(/-
①可燃物(燃えるゴミ)

週 2固定期収集していますので、収

集当日午前 8時までに出してくださ

い。(燃えるゴミの中に、金物 ・ガ

ラス類等を入れないでください。)

①不燃物(燃えないゴミ)

金物類と陶器 ・ビン類に分けて毎月

各 l回あて収集しています。(収集

日が日曜 ・祭日にあたったときは、

翌日に収集します。)

①危険物

爆発原因になるスプレー ・缶 ・カ、ス

ボンべなどは、危険ですので必ず処

理 (穴をあけ残りガスを抜 く)して

から出してください。

郵便局から
.d///////h 

，ノ/////M，ゑY/~芳

簡 易 保 険
一新規加入運動実施中一

郵便年 金 3月31日まで

郵便局の簡易保険・郵便年金は、事故

災害、教育、結婚及び老後の生活などの

電話でコンビューターがお答えします。 準備資金として皆さんの暮らしのお手伝

1I寄伺川腕りがとうございましだ会

b社会福祉基金として

朝野忠和経田中町 30，000円

後藤幸雄新金屋一丁目 50，000円

b善意銀行へ (2月9日受付分まで)

新保静枝本 江 20，000円

倣)桐岡すい文化町 30，000円

高橋直喜三 ケ 2，040円

魚津労働基準監督署 1，540円

(耐谷口あや金山谷 30，000円

木下 清 新 宿 30，000円

関口多可志本町二丁目 100，000円

油本政幸上口二丁目 30，000円

加藤敏光諏訪町 30，000円

板沢 貢 相ノ木 100，000円

浜田斉次港 町 50，000円

魚崎 行住 ゴにゴ3 30，000円

高木哲夫三 ケ 50，000円

林 菊枝池 谷 10，000円

友田道治新角川二丁目 20，000円

伯)魚津銀金吉 島 10，000円

清河与三松北 山 100，000円

五十井義詔 火の宮町 30，000円

後藤幸雄新金屋一丁目 30，000円

矢野勇三経田中町 10，000円

横田 貢経団西町 30，000円

住井和子大海寺野 50，000円

真成寺、長教寺寒修行 26，651円

山沢良知 中央通り二丁目 50，000円

吉野凌夫天神町'新 50，000円

北銀魚津支庖内 藤井彰賛 20，000円

上口保育園職員一同 4，370円

石崎七郎本町二丁目 10，000円

浜屋正雄本 江 30，000円

大森悦子新金屋一丁目 50，000円

若島正浩友 道 100，000円

野村幸夫立 石 5，000円

魚津海洋スポーツ協会 50，000円

魚津海洋無線利用組合 10，000円

有沢武雄本町二丁目 5，000円

広田紘三大海寺野 100，000円

野崎年子 出 100，000円

Lとらいうおづ代表村田多美枝 50，690円

能村 勝経田中町 2，456円

魚津市美術文化協議会 30，000円

休みの土曜日も利用できます。(日曜・ いをするとともに、お預りしているお金 t:ttIJl 
・八 ~:1議::::1 (2月1同現在) 人 (前月対比)

祝日 ・年末年始は除きます。) (保険料)は市町村に融資し、学校 ム 1::::翠3 人口(男)23，853 (-9) 

利用ご希望の方には、税務署 ・市役所 園 ・住宅 ・道路などの建設資金として活 長怒::] (女)25，864 (ー37)

税務課でタ ックスアンサーコード表をお 用きれています。 1::112:::1 計 49，717 (-46) 

渡しします。 詳しくは郵便局へ。宮 22一0450 際察当 世帯数 13，825世帯

|ご利用 ください |キャプテンサービス(テレビ画面案内)ー市役所ロビー・水族館無料休憩所ー



側 広報うおづ平成元 年 3月

経営移譲年金及び農業者老齢年金の受

給者の皆さん、現況屈の提出時期となり

ました。

現況届は、年金受給者が引き続いて年

金を受ける権利があるかどうかの確認の

ために毎年 1回提出することになってい

ます。

現況屈の提出を忘れたり、遅れたり、

証明印がもれたりしたため年金が支給き

れなくなることのないよう十分注意して

ください。

農業者年金基金から送付されてきた現

況届に必要事項を記入のうえ、市長及び

農業委員会長の証明を受け、農業者年金

基金に送付してください。

。現況届を提出しなければならない人

1. 経営移譲年金受給者

経営移譲年金受給中の人は、原則とし

て提出しなければなりません。ただし、

次の人は提出する必要がありません。

①年金の支給が停止されている者

②昭和63年4月1日以降に裁定された者

2. 農業者老齢年金受給者

老齢年金受給中の人は、原則として現

況屈を提出しなければなりません。ただ

し、次の人は提出する必要はありません。

①経営移譲年金に係る現況屈を提出す

る者

②昭和63年4月1日以降に裁定きれた者

年齢 希望賃金 資格 ・前職

塗 装 工 34 30 万円 普免 ・塗装

木工職(建具) 49 25 普免 ・建具職、大工

男|包装作業 48 15 普免 ・製品包装

建 具 50 20 普免 ・建具職

建築 塗 装 18 15 普免 ・塗装工

接 客 係 40 20 普免 ・サービス業

技 古E 工 39 9 普免 ・仕上工

女|組 立 工 19 12 簿記3級 ・仕上工

版 売 員 33 14 普免 ・販売

受付事務 43 10 事務

性別

男

女

※申込先 公共職業安定所

※申込締切 3月15日(材

※選考日 3月23日附

※会場 黒部市荻生職能開発センター

※間合先 黒部職業能力開発センター

告 52ー0251

職 種 年齢 賃 金 資格

給 油 {系 20-30 16.6-12.9 万円 普免

営 業 員 22-26 13.5-15.5 

運 転 手 50歳以下 17.5-23.7 

フライス・ボール盤;工 18-47 11.3-20 不問

自動車整備 18-60 12-22 普免

清 掃 婦 45-55 10-10 不問

直己 達 員 18-30 10.1-14 普免

チェ ッ カ ー 18-35 11-13 不問

歯科医療補助 18-30 11-11 

電子部品組立工 18-40 10 1/ 

詳しくは、魚津職業安定所 合24-0365へお間合わせください。 求人テレホン・サービス n 24-8841 男 (月~木)、女(金~日)

〈ご利用ください〉市政情報テレホン・サービス合22-3600
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* 下

a 

Q

下
水
道
処
理
場
と
し
尿
処
理
場

と
は
ど
う
ち
が
う
の
で
す
か
。

A

し
尿
処
理
場
で
は
、
バ
キ
ュ
ー

ム
カ
ー
で
運
ば
れ
た
し
尿
の
み
が
処

理
さ
れ
ま
す
。
下
水
道
処
理
場
で
は

し
尿
も
、
台
所

・
風
呂
場
な
ど
の
排

水
も
い
っ
し
ょ
に
流
れ
て
き
て
、
そ

れ
が
処
理
さ
れ
ま
す
。

Q

最
近
、
他
市
で
は
農
村
集
落
排

水
事
業
に
よ
る
下
水
道
が
進
め
ら
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
ど
う
ち
が
う

の
で
す
か
。

A

公
共
下
水
道
は
、
人
口
密
集
地

の
市
街
地
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い

る
事
業
で
す
。
農
村
集
落
排
水
事
業

に
よ
る
下
水
道
は
、
農
村
を
中
心
に

進
め
ら
れ
て
お
り
、
一

1
二
の
部
落

の
小
さ
い
面
積
で
実
施
さ
れ
て
い
る

も
の
で
す
。
下
水
道
は
、
人
口
密
集

地
の
市
街
地
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

農
山
漁
村
で
も
整
備
し
な
い
と
本
来

の
目
的
で
あ
る
川
や
海
を
き
れ
い
に

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。

Q

現
在
下
水
道
の
普
及
率
は
?

A

昭
和
白
年
度
末
の
普
及
率
は
、

全
国
で
ぬ
%
、
富
山
県
で
幻
%
と
な

っ
て
い
ま
す
。

魚
津
市
は
現
在
ゼ
ロ
で
す
。
先
進

国
の
イ
ギ
リ
ス
で
肝
%
、
西
ド
イ
ツ

で
邸
%
、
ア
メ
リ
カ
で
η
%
な
ど
の

普
及
率
で
、
日
本
は
大
変
遅
れ
て
い

ま
す
。

Q

下
水
道
の
建
設
や
維
持
管
理
費

は
、
だ
れ
が
負
担
す
る
の
で
す
か
。

A

下
水
道
の
建
設
費
は
、
主
と
し

て
国
や
市
の
負
担
で
す
が
、
土
地
の

所
有
者
に
も
受
益
者
負
担
金
と
し
て

負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
受
益
者

負
担
金
は
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
っ

て
利
益
を
受
け
る
皆
さ
ん
に
建
設
費

の
一
部
を
負
担
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
す
。

ポ
ン
プ
場
や
処
理
場
の
電
気
料
や

消
毒
な
ど
に
使
う
薬
品
費

・
人
件
費

な
ど
の
維
持
管
理
費
は
、
主
と
し
て

下
水
道
使
用
料
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
、
下
水
道
を
使
用

さ
れ
る
利
用
者
の
下
水
の
量
に
応
じ

て
計
算
さ
れ
ま
す
。

Q

下
水
道
の
管
渠
工
事
が
市
内
の

あ
ち
ニ
ち
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

家
庭
の
排
水
を
い
つ
下
水
道
管
に
つ

な
げ
ば
よ
い
の
で
す
か
。

A

ポ
ン
プ
場

・
終
末
処
理
場

が
完
成
し
、
管
渠
の
埋
設
工
事

が
終
わ
る
と
、
そ
の
地
区
を
下

水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
と
し

て
公
示
し
ま
す
。

公
示
さ
れ
た
区
域
で
は
、
各

家
庭
の
排
水
設
備
を
造
っ
て
い

た
だ
き
、
速
や
か
に
つ
な
い
で

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
現
在
浄
化
槽
を
使
っ
て
お

ら
れ
る
方
が
た
も
、
浄
化
槽
を

や
め
て
下
水
道
に
接
続
し
て
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

く
み
取
り
便
所
の
方
が
た
は
、

三
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改
造

す
る
よ
う
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

告i18
ノF守土 |凸

相雲|呈
談雇 |萎
所室|詫
閉ま|省
設j寺

4
月
1
日
(
土
)

午
前
日
時
i
午
後
3
時

O
場
所
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
館

富
山
市
牛
島
新
町

8
l
n

宮

0
7
6
4
l
m
|
2
5
1
6

0
相
談
内
容
新
築
建
物
の
表
示
登

記
、
土
地
の
測
量

・
境
界
な
ど

各
土
地
家
屋
調
査
士
会
会
員
事
務

所
で
は
、

4
月
1
日
か
ら

4
日
ま
で

無
料
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

O
日
時

行

政

相

と

毎
月
第
1
・
第
3
木
曜
日

午
後
1
時
1
4時

市
役
所
市
民
相
談
室

き

と
こ
ろ市

民

相

日
曜

・
祭
日
以
外
の
毎
日

午
前
9
時
i
午
後
5
時

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

と
こ
ろ
市
役
所
市
民
相
談
室

と

き
教

ヨ~
同

相

と

毎
週
月
曜
日
と
木
曜
日

午
前
9
時
i
午
後
5
時

教
育
セ
ン
タ
ー
相
談
室

高
年
齢
者
職
業
相
談

き

シ
」
こ
人

J

日
曜
・祭
日
及
び
第
2
・第

4
土
曜
日
以
外
の
毎
日

午
前
9
時
1
午
後
5
時

(
土
曜
日
は
午
前
ロ
時
ま
で
)

と
こ
ろ
市
役
所
高
年
齢
者
職
業
相

談
室

と

き

職

相

内
と

き

毎
週
火

・
水

・
金
曜
日

市
役
所
商
工
観
光
課
内

と
こ
ろ

人

権

相

と

き

3
月
刊
日
(
金
)

午
後
l
時
i

4
時

サ
ン
プ
ラ
ザ
3
階

と
こ
ろ

談談談談談


